
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【審判自己評価表】

　 　　  　　 年　　　月　　　日 /会場   〔                    　〕

大会名〔                                    　　〕　  主審〔              〕 副審１〔  　    　　　　　〕

対　戦〔　　　　　　　   VS            〕  四審〔 　　　　　　〕 副審２〔  　    　　　　　〕

○ ×
1 競技開始前に審判員（4名）で打合わせを励行したか、その際握手で挨拶を交わしたか。
2 お互いに審判服をチェックしたか、服装の乱れは無かったか。
3 競技場全体を確認したか、不備を確認し、修復するよう関係者に指示したか。
4 負傷者の搬出の為の担架の確認はしたか、無い場合の処置は〔コーチを　？名入場させるのか〕
5 競技で使用する用具を審判の責任で確認したか〔審判用具・フラッグ・ボール・交代ボード〕
6 両チームのユニホームの色彩を確認したか、交換する場合正しい方法で的確に指示したか。
7 競技者の用具チェックの時、競技者の身体に手を触れなかったか、敬語で話しかけたか。
8 装飾品などを取り除くように指示したか、眼鏡使用の場合安全を確認できたか。
9 ベンチ入りの人数の確認はしたか、その際交代要員をユニホームで座らせなかったか。

10 ベンチに競技に必要以外の物を持ち込ませなかったか〔練習用具・ボール　等〕
11 本部役員に、ボールが遠くへアウトオブプレーに成った場合、４審に援助するよう依頼したか。
12 フィールドに入場する際、入場の方法や挨拶の励行を選手に指示したか〔握手の励行〕
13 コイントスをフィールド内で行ったか〔コイントスは競技会の一部必ずフィールド内で行う〕
14 コイントスの際、主将と良いゲームをするよう握手と笑顔で健闘を誓い合ったか。
15 キックオフの合図をする際、審判員がお互いに競技を開始して良いか、確認の合図はしたか。
16 キックオフの合図をする際、ゴールキーパーに、必要以外の試合開始の合図をしなかったか。
17 競技規則を正しく適用したか、違反に対して正しく賢明に対処したか。
18 危険なプレーを正しく解釈したか、故意と故意でない行為の違いを区別したか。
19 判定に対する不服に正しく対応したか、副審・４審は不服や異議を主審に合図をしたか。
20 任務遂行以外のことで競技者に話しかけなかったか。
21 いかなる理由があっても、競技者の身体に手をかけなかったか〔負傷の程度の判断〕
22 競技者が負傷の際、的確に対応したか、負傷者がベンチから確認出来るよう配慮したか。
23 競技者を軽んじるような方法で競技者に指を振ってささなかったか。
24 必要なとき、競技者を自分の方へ呼ばずに、自分の方から近づいたか。
25 審判がゲームに関心を持っていないと見られるような態度や行為をすることは無かったか。
26 試合を通して最大の活動量を示したか、競技者のスピードに遅れる事は無かったか。
27 フィールドをゆっくりと移動しなかったか、フィールドの端から端まで動いたか。
28 プレーする方向へ邪魔することは無かったか、ボールが当たることは無かったか。
29 プレーがペナルティーエリア付近に近づいた時、プレーに遅れる事は無かったか。
30 プレーを予測して、何か起きそうな地点に素早く移動したか。
31 プレーが常に主審と副審の間で行われるように位置を移動したか。
32 方向の指示や合図は競技者に正しく伝わったか、必要なとき言葉を使用して対応したか。
33 リスタートの際、行わなくては成らない行動は出来たか。
34 アドバンテージを正しく適用したか、競技者に伝わるよう『プレーオン』と声や態度で指示したか。
35 違反者に懲戒処分を正しく適用したか、態度は毅然としていたか。
36 競技者が時間を浪費するのを許さなかったか、リスタートや中断のあと早く試合を再開させたか。
37 競技者以外の者をフィールドに入るのを許さなかったか。
38 ４名の審判は、緊密なチームワークを維持する為に常にお互いを見たか。
39 緊密な維持を確立する為に、シークレットサインを有効に且つ的確に採用したか。
40 ４名の審判は、最大の関心である得点を認めるとき、お互いが合図し確認をしたか。
41 競技終了の事前の合図と、競技終了の合図をお互いに確認しあったか。
42 競技前、競技中、競技終了後においてユニホームの乱れを正せたか。
43 ＰＫ戦で勝者を決定する場合、正しい方法で行ったか必要以上に時間を掛けなかったか。
44 ＰＫ戦で勝者を決定する場合、競技者を強制的に座らせたりしなかったか。
45 競技終了後、お互いの競技者が健闘を称えあう為の握手を行わせたか〔指導育成〕
46 競技中および終了後、異議、抗議などの質問に対して一切答える事はしなかったか。
47 競技を通して常に紳士的な言動で対応したか、笑顔や、毅然とした対応は出来たか。
48 ４名の審判のチームワークは、競技者にとって効果的だったと思うか。
49 本部に報告を正しく行ったか、その際４名の審判が報告内容を確認しあったか。
50 競技者・関係者・審判員を尊重し、且つより良い関係を構築する事が出来たか。
自己評価

　    　江戸川区サッカー連盟審判部 Ⓜ 




